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1. はじめに 
 我が国では大区画化・汎用化等の農地整備が進み，水稲から畑作物への作付転換に

よる農業経営構造の改善や営農経費の節減が図られてきた．青森県上北地域において

も暗渠等の整備が行なわれ，整備率は 85%と水田の汎用化が進んでいる（青森県上北
地域県民局農林水産部，2021）．しかし，農地整備を実施したにも関わらず，土地改良
区には排水性が不良であることが農家から報告されている．これまで上北地域におけ

る汎用水田の排水不良には，暗渠疎水材として利用されているもみ殻の経年劣化等で

生じる長期的要因，営農作業に伴う硬盤の形成による短期的要因が報告されている（稲

富ら，2013）．この他，上北地区では下層に風化により粘土状になった軽石層（粘性土）
が分布しており，その透水性は不良であることから汎用水田の排水不良となると考え，

その対策を検討する必要がある．  
以上より，本研究では農地整備後に排水不良が起きている汎用水田の中でも，下層

土の透水性が低い調査地について排水不良要因を検討するとともに，山砂の埋設によ

る排水改良の効果について調査した結果を報告する．   
2. 調査地および方法 
 調査地の概要を Table 1 に示した．調査地は青森県上北地域の T 地区の休耕田，水
田および F 地区の水田，ニンニク畑とした．T 地区では土地改良区や農家の情報によ
り，下層の粘性土の排水不良対策として農地整備時に山砂を埋設したことがわかった．  
 調査は稲刈り後の 2020 年 10 月から 2021 年 3 月に行った．圃場の排水性について
は，シリンダーインテークレートにより調査した．その他にコーンペネトロメーター

（DIK-5532）による土壌硬度と乾燥密度，飽和透水係数を測定した．  
3. 結果・考察 
暗渠直上におけるインテークレートの結果を Table 2 に，調査地における土壌の物理

性の結果を Fig. 1 に示した．インテークレートを測定した結果，全ての汎用水田にお
いて排水性は不良であった．  

F 地区の排水不良要因として，水田では
土壌硬度から硬盤の形成が考えられ，硬盤

の飽和透水係数は低い値が得られた．そこ

で，硬盤を破壊し，ベーシックインテーク

レート（Ib）を測定した結果，硬盤破壊前

に比べて大きく向上した．一方，ニンニク

畑においては，飽和透水係数から硬盤が排

水不良要因とは判断できず，またインテー

クレート測定では，硬盤破壊後の Ibの上昇

Table 1 調査地の概要  

水田 ニンニク畑 水田 休耕田

農家の排水
性の判断

良好 不良 良好 不良

暗渠施工後
経過年数

16年 15年 14年 14年

疎水材
ホタテの
貝殻

もみ殻，
砂利

ホタテの
貝殻

ホタテの
貝殻

吸水管周辺
の土壌

粘性土 粘性土 黒ボク土 粘性土

H地区
調査地

T地区
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がわずかであった．したがって，排水不良の要因として下層土の粘性土の影響ととも

に暗渠疎水材の劣化が考えられた．  
T 地区においては，排水対策として山砂が埋設されていたにも関わらず排水不良で

あった．この地区の排水不良要因として，先ずは土壌硬度から硬盤による影響と考え

た．硬盤破壊後のインテークレート結果は水田ではあまり上がらなかったが，休耕田

では向上した．次に，山砂の締固めを考えた．土壌の物理性から，休耕田における山砂

層には締固めの影響が見られなかったが，水田における山砂層では見られた．そこで

山砂を撹乱した後のインテークレートを測定した結果，水田においては山砂撹乱後の

インテークレートは撹乱前より中程度上がった．これらから，水田においては山砂の

施工時の重機による締固めによって排水不良が起きたと考えた．一方，休耕田におい

ては，硬盤の破壊のみの結果に比べて上がらなかった．山砂の乾燥によりできた水み

ちを破壊した可能性がある．山砂の排水効果については施工前の排水性と比較はでき

ないが，休耕田のように排水性が良好である汎用水田もあったため，山砂施工による

排水効果については今後も検討すべきである．  
4. おわりに 
下層の粘性土が汎用水田の排水

不良の要因の一つであり，その対

策として山砂が挙げられるが，施

工時の重機の締固めによっては期

待された効果を発揮できないこと

がわかった．また，排水不良の要因

は粘性土だけではなく，黒ボク土

の硬盤形成や暗渠疎水材の劣化も

示された． 
 
 

Table 2 暗渠直上におけるインテークレート試験 
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Fig. 1 調査地における土壌の物理性  
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